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国　　　　　　内 県　　　　　　内

１日 日銀短観、大企業製造業の景況感マイナスに転落

３月の日銀短観で、大企業製造業の業況判断指数（DI）は、新型コロナ

ウイルス感染拡大の影響でマイナス８と７年ぶりにマイナスに転落。

６日 内閣府の３月消費動向調査、前月比 7.4Ｐ低下

３月の消費動向調査で、消費者態度指数（２人以上の世帯、季

節調整値）は前月比7.4Ｐ低下の30.9と、３カ月連続の低下。

７日 個人の３月景況感、リーマン・ショック以来の低水準

日銀による３月の個人の生活意識に関する調査で、景況感判断指数（Ｄ

Ｉ）はマイナス42.2となり、リーマン・ショック以来の低水準となった。

７日 緊急事態を宣言、７都府県に対し５月６日まで実施

安倍首相は、新型コロナウイルス感染拡大に備える改正特別措置

法に基づき、緊急事態宣言を発令。対象は東京都を含む７都府県。

７日 緊急経済対策、事業規模過去最大の108兆円

政府は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急経済対策と

して、企業の資金繰り対策など事業総額108兆円を閣議決定。

７日 ２月景気動向指数、前月比0.6Ｐ上昇の95.8

内閣府が発表した２月の景気動向指数（CI、一致指数、速報値、2015＝

100）は、前月比0.6Ｐ上昇の95.8。基調判断は７カ月連続の「悪化」。

８日 ３月街角景気、現状判断指数は過去最悪の14.2

内閣府による３月の街角景気の現状判断指数（DI、季節調整値）は、前

月比13.2Ｐ低下の14.2。比較可能な2002年１月以降で最悪の水準。

９日 日銀の４月地域経済報告、全地域の景気判断引き下げ

日銀は４月の地域経済報告で、消費不振などの影響で、リーマ

ン・ショック以来、全国９地域全ての景気判断を引き下げた。

10日 日銀の３月企業物価指数、５カ月ぶりの下落

３月の企業物価指数（2015年平均＝100）は、経済活動の停滞や原油

価格の下落で、前年同月比0.4％減の101.1と５カ月ぶりの下落。

13日 ポイント還元制度、キャッシュレス決済金額約5.2兆円

2019年10月開始されたポイント還元制度の対象となったキャッシ

ュレス決済金額は、今年２月３日までの集計で約5.2兆円に達した。

15日 ３月の訪日外国人旅行者、前年同月比93.0％減

３月の訪日外国人旅行者は、前年同月比93.0％減の推計19万

3,700人となった。20万人を下回ったのは1989年２月以来。

16日 緊急事態宣言対象を全国に拡大

安倍首相は、新型コロナウイルス感染症の蔓延防止のため、大

型連休明けの5月6日まで緊急事態宣言の対象を全国に拡大。

23日 ４月の月例経済報告、景気判断は「急速に悪化」

内閣府の４月月例経済報告は、景気が「急速に悪化しており、極め

て厳しい状況にある」との基調判断。「悪化」の表現は11年ぶり。

30日 2020年度一般会計補正予算、総額25兆6,914億円

緊急経済対策の実施に向けた一般会計補正予算は、全国民への

10万円給付など、総額で約25兆6,914億円と過去最大となった。

１日 宮崎労働局、新型コロナウイルス対策特別相談急増

宮崎労働局が設置した新型コロナウイルス対策特別相談窓

口への３月の相談件数は、雇用助成金などで914件となった。

２日 知事、東京、大阪などへの移動自粛要請

河野知事は、新型コロナウイルスの感染が拡大している東京や大

阪などへの不要不急の移動を当面自粛するように県民に求めた。

５日 2026年宮崎国スポに向け、新プールをＰＦＩで開発

県は宮崎国スポに向け、プールと民間施設の一体的な整備を計画する宮

崎市の県有グランドについて、ＰＦＩと定期借地権方式での開発を決定。

７日 県内企業、緊急事態宣言対象地域事業所の防疫強化

緊急事態宣言対象地域に事業所のある県内企業は、従業員や客

の感染防止のため、２交代制や在宅勤務などの防疫対策を強化。

13日 ソラシドエア、4月16日～30日まで４路線で減便

ソラシドエア（宮崎市）は、新型コロナウイルス感染拡大の影響によ

る旅客需要の大幅な落ち込みから、４月末まで新たに４路線を減便。

15日 塚原水力発電所１号機、営業運転開始

九州電力は、塚原水力発電所（諸塚村）１号機の営業運転を開

始。老朽化による更新工事で、２号機は５月運転開始予定。

16日 緊急貸付制度申請520件、生活困窮が浮き彫り

宮崎県社会福祉協議会が３月25日から受け付ている休業、失業

者向け緊急貸付制度は、申請が 4月14日現在で520件となった。

17日 宮崎山形屋、イオンモール宮崎、休業決定

緊急事態宣言の全国拡大を受け、イオンモール宮崎は

18日、宮崎山形屋は19日から、一部を除き休業を決定。

18日 県内宿泊施設、７月までの予約キャンセル19万人超

宮崎県ホテル旅館生活衛生同業組合の調査によると、主要66施設の予

約キャンセル（４月14日現在）は、３～７月までに19万401人に上った。

18日 緊急事態宣言全国拡大後、初の週末人出は減少

NTTドコモの調査（携帯電話による位置情報を基に人口を計算）によ

ると、4/18時点の宮崎市橘通りの人出は、感染拡大前比25.9％の減少。

19日 かわみなみPLATZ（ぷらっつ）オープン

東九州自動車道・川南パーキングエリア隣接地に、川南町の地場

産品販売や情報を発信する施設「かわみなみ PLATZ」がオープン。

24日 知事、遊興施設や遊技施設へ休業を要請

河野知事は、大型連休の新型コロナウイルス感染対策として、県

内の遊興施設や遊技施設などに対し、4/25～5/6まで休業を要請。

26日 国道220号日南市の伊比井潮風トンネル開通

国交省の日南市伊比井―富土の国道220号事業で、日南防災・北

区間（宮崎市内海―日南市富土）の伊比井潮風トンネルが開通。

30日 県の2020年度一般会計補正額、93億5,114万円

県議会は、緊急経済対策などを盛り込んだ2020年度一般会計

補正予算案などを可決。一般会計の補正額は93億5,114万円。


